
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 ２０１４年４月２７日              NO,３９２ 

 

正覚寺の稲荷様 

 正覚寺の稲荷様は、豊 

川稲荷が祀られ、北を向 

いていることから「北向 

き稲荷」とよばれ、町で 

管理しています。 

 この稲荷様は、沼田城 

の稲荷様だったとも伝えられており、火難除けの稲荷様として

信仰が篤く、八幡小路の女性にも信仰されていました。 

           歓 楽 院 

                 三光院の向かいにある

歓楽院は、真田氏５代の真

田伊賀守が、沼田城の鬼門

除けとして、月夜野にあっ

た常楽院を移し、千手観音

（市指定重要文化財）を本

尊としました。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
政
府
が
２２
日
開
い
た
経
済
財
政
諮
問
会
議
・
産
業
競
争
力
合
同
会
議
（
議
長
・
安
倍

晋
三
首
相
）
で
、
産
業
競
争
力
会
議
の
雇
用
・
人
材
分
科
会
の
主
査
で
あ
る
長
谷
川
閑
史
・
経
済
同
友
会

代
表
幹
事
が
労
働
時
間
の
規
制
を
撤
廃
す
る
制
度
導
入
の
検
討
を
求
め
る
文
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

労
働
基
準
法
で
は
、「
１
日
８
時
間
、
１
週
４０
時
間
」
と
い
う
労
働
時
間
の
上
限
を
定
め
、
残
業
に
つ

い
て
は
割
増
賃
金
の
支
払
い
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
が
、
労
働
時
間
の
規
制
を
撤
廃
す
る
こ
と
は
、「
残

業
代
を
ゼ
ロ
」
に
し
、
た
だ
働
き
を
広
げ
、
際
限
な
い
長
時
間
労
働
を
も
た
ら
し
ま
す
。 

 

労
働
時
間
法
制
の
見
直
し
を
議
論
し
て
い
る
労
働
政
策
審
議
会
の
労
働
条
件
分
科
会
で
、
日
本
経
団
連

の
代
表
が
、
過
労
死
を
引
き
起
こ
す
脳
・
心
臓
疾
患
の
労
災
認
定
に
関
し
て
「
加
齢
や
生
活
習
慣
に
よ
っ 

て
増
悪
す
る
も
の
だ
」
と
の
べ
、
過
労
死
と
労
働
時
間
が
関
係
な
い
と
主
張
す
る
な
ど
、 

財
界
は
「
残
業
代
ゼ
ロ
」「
過
労
死
促
進
」
の
労
働
法
制
の
改
悪
を
一
気
に
お
し
す
す

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
こ
と
絶
対
に
ゆ
る
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 「第２６回さくらまつりが」２０日、沼田公園で開か

れました。 

                   メインイベン

トとして小松姫

トークショーが

開かれ、声優の

大本眞基子さん

が参加しまし

た。 

 白沢町尾合の尾合神社で２０日、お櫃から赤飯を奪い

合う「ヤアヤアどり祭り」がおこなわれました。 

 赤飯をうばいあうという 

祭りの起源は不明ですが、 

江戸時代後期にはおこなわ 

れていたようです。 

 赤飯をうばいあう時、赤 

飯がこぼれるほど豊作にな 

るとの話もあるようです。 

                   ２０日に投開票されたみなかみ

町議会議員選挙で日本共産党の原

沢よしてる、林のぶゆきの２人は

再選を果たし、ひきつづき議案提

案権を確保しました。 

                   選挙戦では、消費税が増税され

くらしが苦しくなるなか、４２％

も引き上げられた議員報酬、高す 

ぎる国保税、指定ゴミ袋の三つの値下げを提案した日本共産党の２人に、 

「くらしを守ってほしい」という期待と激励が寄せられ、昨年の補欠選挙 

で獲得した議案提案権をひきつづき確保することができました。 

 大東議員は、過疎高齢化がすすむ地域を下支えし、経済的効率だけでは

計り知れない役割をはたしている振興局について、制度の充実を求め、今

後のあり方について質問しました。 

 市長は、「平成２６年度末で設置期間が満了する地域自治区のあり方を

含め、地域作りの推進をはかり、持続可能な行財政運営を維持していくこ

とができるよう、対応したい」と答えました。 

 

  

 

「しんぶん赤旗」日刊紙、日曜版とも５月から、３％の消費税増税

分の負担をお願いせざるを得ないことになりました。価格を下記のよ

うに変更いたします。ひきつづきご購読をお願いいたします。 

 日刊紙１カ月３４９７円 日曜版１カ月８２３円 

 

 

 


